
緑区基本計画（令和２年３月策定）に基づき、中山間地域の人口減少への対策や地域振

興を推進し持続的なまちづくりを進めるため、青根地域をモデル地区として定めました。

今年度は青根地域の資源や特性について再認識し、地域において今、何ができるかを考え

る場として全４回のワークショップを開催しました。
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第４回ワークショップの概要

⻘根のまちづくり検討委員会 関⼾会⻑あいさつ

いよいよ４回目です。ここまでご参加いただいたみなさん、ご協

力いただいたみなさん本当にありがとうございました。これからが

本番です。ヒト,モノ,カネの３つを確保しながら持続可能な地域を目

指して、地域のみなさんで引き継いで頑張っていきたいです。
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n プログラム：

1. 開会あいさつ

2. 今年度検討のふりかえり

3. 各アイデア企画のポスター観覧・コメント

4. 全体ポスターセッション（プレゼン&意見交換）

5. 総括・今後の動きについて(市より)

n 開催日時：

令和3年3月28日(日) 10:00～12:30

n 場 所：旧青根中学校体育館

n 参加者：

青根地域にお住まいの方、

青根地域の関係者の方 計31名

参加者の感想 （アンケートより抜粋）

uこれで終了ではなくスタートライン。10数年

後の青根の姿を楽しみにしています。

u地域の持続可能な振興のためには、ワーク

ショップが第一歩。今後は住民とまちづくり

検討委員会が一つになり、自分たちのまちづ

くりのために、労を惜しまない努力が必要。

そこに外部の、特に若者の力を加えた組織づ

くりが求められる。

u 4回に渡り青根地域のこれからに熱い議論が交

わされた。この熱い思いをいかに実行に結び

付けられるのか責任と姿勢が問われている。

次世代のためにどの様な地域を残せるのか責

任は重い。地域のために微力を尽くしたい。

u旧青根中学校の施設活用でテレワークが早く

実現できる様に動いてほしい。

アンケートへのご協力ありがとうございました！
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令和３年3月28日(日)「今年度検討の確認と、青根地域をもっと面白く

する企画を発表し合いましょう！」をテーマに第4回ワークショップを開催

しました。9月から3回にわたり皆さんと検討してきた内容を企画案としてまとめ発表し合い、

これからの青根地域での実際の取り組みへとつなげる、まとめの回となりました。

中山間地域振興モデル事業の目的

p 第1回：2020年9月27日開催／テーマ:地域の資源（魅力）を知ろう！

p 第2回：2020年11月8日開催／テーマ:地域振興のターゲットを考える

p 第3回：2020年12月13日開催／テーマ:青根地域をもっと面白くする企画を考えてみましょう！

p 第４回：2021年3月28日開催／テーマ:青根地域をもっと面白くする企画を発表し合いましょう！

まとめ：ワークショップ全体総括

キーワードは『コーディネート〜地域をつなぐ〜』！
9月から全４回のワークショップを通じて、参加者の方には毎回活発

に議論をしていただき、たくさんのアイデアを19の企画案として取りま

とめることができました。

法政大学多摩地域交流センター長池田寛二先生

今回まとめられた全ての企画をみると、
「コーディネート・つなぐ」というキーワー

ドが浮かび上がってくると思います。ヒト、
コト、モノ、地域、世代など様々な要素をつ

なぐことで、素晴らしい青根地域ならではの

企画となっていました。中でもコーディネー
ターという役割については、今後のまちづく

りを推進する上でとても重要な仕組みである
と感じました。地域内の人やビジネス、住ま

い、外部とのつなぎ役、他分野とのつなぎ役

など様々な可能性が広がると思います。
できることから徐々にステップアップしな

がら、具体的に取り組んでいきましょう！

いけだかんじ



⻘根地域をもっと⾯⽩くする企画を発表し合いました！(各グループ企画案より抜粋)

ü すぐ取り組めそうですね！

ü みんなで情報共有できて良いですね！

ü いいネーミング！

ü コーディネーターがいるといいね！

ü ミニコミ誌と組み合わせたら良さそう！

ü ありのままの青根を活かせる企画！

ü 地域の人が関わることは大切ですね

ü 平日の滞在も期待できるね！

ü 災害に強い地域づくりが可能！

ü バイオマスを地区内の施設の燃料に

使うなど地域内循環ができる！

当日の意見から一部ご紹介します！

19個の企画案をもとに、

実際の地域での取り組みへと

つなげていきます！

9月から3回にわたり皆さんと検討してきた内容が、19個の企画としてまとまりました。第４回ワークショップではそれぞれの企画書に対して、良いと感じたところ、もっと良くなる

アイデアなどを、会場のみなさんでお互いにコメントし合いました。今回は当日の企画案から抜粋してご紹介します！


